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ソフトウェア開発の生産性
| ソフトウェアの製品品質や開発スピードなどを向上さ
せるためには生産性の向上が重要

| 数多くの研究で生産性の測定方法や生産性に影響を与
える要因について調査されている
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生産性に関する研究動向
| 最近では，個人が自身の生産性をどのように見ている
のかを理解することに注目されている
• ソフトウェア開発の生産性に与える個人の影響が大きいことが
知られている

| また最近の調査では，生産性の測定に個人の活動や満
足度などの側面を含めるべきと主張

→ しかし，ソフトウェア開発はチーム開発が主流
チーム開発の生産性に焦点を当てた研究はほとんどない
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目的とResearch Question
| 目的
• ソフトウェア開発における個人とチームの生産性のギャップを
埋めること

| Research Question
• ソフトウェアチームにおいて見られるチームと個人の生産性の
関係は何か？

• チームや個人の生産性の認識に影響を与えるチームの要因は何
か？

チーム開発を通した開発者へのインタビュー調査
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調査方法
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① 2時間ごとのセルフレポート
・自分の生産性はどうだった？
・何の活動してた？ など

② 日ごとの調査
・今日1日の自分の生産性はどうだった？
・チームでの対話はどれくらいしたか？ など

③ 月ごとのインタビュー
・あなたが感じる生産性に最も大きい要因はなんですか？
・チームでどれくらいコミュニケーションを取りますか？ など



チームの生産性に関連する要因（1）
| チームメイトとの関わり
• ミーティング （11名）
• チームメイトとの一般的な交流 （７名）
• 共同作業 （５名） など

| チームメイトの応答性
• チャットなどのレスポンスの良さや速さ （４名）
• 質問に対する対応力 （３名）

| 自動化メトリクス
• 課題管理システムなどに記録されている活動など（４名）
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チームの生産性に関連する要因（2）
| 個人の生産性＝チームの生産性 （３名）
• インタビューで得た個人の生産性とチームの生産性の評価がほ
ぼ同等の傾向を示している

個人の生産性向上がチームの生産性向上そのものにつながる
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チームの生産性の評価
| For individual contributors
• 上司があなたの生産性を評価する基準は何ですか？
- 仕事に費やした時間
- 単位時間あたりに終わらせた仕事量
- プロジェクトの完遂

| For managers
• チームの生産性はどのような基準で評価されていますか？
- バグ修正などの活動指標
- 時間や労力
- コミットした内容に近いことを達成すること
- 正しいことを成し遂げること
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要因と生産性の関係（1）
| ミーティング
• 以下を満たしていると生産性が向上
- 議題が明確である，主要な人物がいる，参加人数が多すぎない
- 無駄にスケジュールされたミーティングではない など

| 他者への支援
• 効率的なコラボレーションがあると生産性が向上
- 解決策の議論，メンタリング，共同作業 など

| チームメイトの応答性
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要因と生産性の関係（2）
| 線形混合回帰モデルでチームの生産性向上に最も効果
がある要因を分析
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個人の生産性が最も関与している

開発者が重要だと答えたミーティングや
コラボレーションはあまり関与していない



まとめ
| チームと個人の生産性に関して調査
• チームの生産性と関連するのは個人の生産性
- コラボレーションやミーティングの時間などは関係があまりない

| チームの生産性を計測する上での注意点
• チームの規模が変動しやすい
- アジャイル開発では規模が固定でないため，生産性を評価する際はチームの
規模の変動を考慮すべき

- 知らない間に開発者が増えていることもあるそう

• リモート下での開発はチームの生産性があまり意識されない
- チームが取り組んでいることの認識が低下し，正しい評価を下すのが難しく
なる
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所感
| 技術的負債の蓄積と生産性を結びつけて調査できない
かなと思って読んだ

| ただし，生産性の測定方法がかなり難しそうなためあ
まり使えなさそう
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Open-Ended以外の質問項目は数値


